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緒 言

BCG接 種局所の反応は接種後に発現 するヅベルグ

リンァレルギーとともに,生 体が ワクチン接種に対して

示す主要な反応とみなされている。他の予防接種,た と

えば種痘などでは,接 種局所の反応は免疫獲得の主要な

表現 とみなされ,一 定度以上の局所反応を示せば種痘は

〃善感 〃であり目的を達したものとみられている。BC

G接 種の場合でも,実 際.上接種局所の反応はある程度同

じような意味をもつものとして取扱われているが,こ れ

には後述のように,な お問題 とすべ きものがある。

署者 らは前報に引続 き,接 種BCGワ クチン中の生

菌単位数 と接種局所の反応 との関係,お よび接種局所の

反応 と接腫後のツベル クリン反応との関係を調べたので

その成績を報告する。

実 験 方 法

この解析を行なうに用いた材料は前報告1)に おける

実験2の 集団の成績である。接種4ヵ 月後に局所にみら

れる瘢痕の径を計測してこれを局所反応の強 さの指標 と

し,こ の数値と接種ワクチン中の生菌単位数との相関お

よびツベルクリン反応の大 きさとの相関を求めた。なお

局所反応は全集団について2人 の検査者が計測した。

成 績

図1は 前報告におけると同様に,45の 集 団に接種さ

れたワクチンの生菌単位数とこれ らの集団の接種局所の

瘢痕の大 きさの平均値との相関を示した ものである。相

関係数r=0.572で,両 者の間には 明 らかな正の相関

が認められた。

表1,2に はこれ ら45種 類のワクチンを接種 された

各集団ごとに局所反応とツベルクリン反応との相関を示

した。ツベル クリン反応の指標 としては旧ツベルクリン

による発赤径 のみを用い,PPDに よるものは省略し

図1BCGワ クチン中の生菌単位数 と接種局

所の瘢痕の大 きさとの相関

た。表にみられるように相関係数は0.432(4ヵ 月後の

反応)お よび0.385(12ヵ 月後の反応)で,ワ クチン

別にみた局所反応 とツベルク リ)/反応 との間には有意の

相関が認められた。

次にこれらの集団を構成する個々の学童について接種

局所反応 と接種後の ツベル クリン反応 との相関を求め

た。その成績は表3,4の とお りで,4ヵ 月後のツベル

クリン反応 との相関はr=0.316,12ヵ 月後の反応と

の相関はr=0.289で,い ずれ も有意 ではあるが,相

関度はかなり低い。
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表1ワ クチン別被接種集団の局所の瘢痕の大

きさと接種4ヵ 月後のツベル クリン反応

との相関

表2ワ クチン別被接種集団の局所の瘢痕の大

きさと接種12ヵ 月後のツベル クリン反応

との相関

表3局 所の瘢痕の大きさと接種4ヵ 月後のツベルクリン反応との相関

考 察

このような観察を行なうにあたって第1に 問題となる

のは,BCG接 種局所反応の 強さをどのように 数値と

して表現するか とい う点である。局所反応の経過につい

てはUstvedt2)やHolm3)の 報告,ま たBCG接 種

によるKochの 現象の経過に ついては 大八木4),田 部

5),朽 木6)の 報告がある。これ らの報告では大体硬結,

膿疱,潰 瘍,痂 皮,瘢痕等の発生率やその大きさを もって

局所反応の強さを表わしている。朽木の成績に もみ られ

るように,こ れ らの変化はそれぞれある一定のずれを も

って推移するのであるか ら,集 団等における断面調査の

場合はその調査時期により,主 としてどのような変化を

計測の対象とするかを決定せねばな らぬ。また初接種 と

再接種では反応の経過が異なるか ら,計 測の対象 となる

変化 と計測時期 との関係も異なるのは当然である。この

意味で,初 接種後3～4週 では硬結の大 きさを採 り,そ

れ以後ならばさらに膿疱,潰 瘍,痂 皮等の大 きさをもあ

わせて採 り,3～4ヵ 月以後ならば瘢痕の大 きさを採る

のが適当であろう。WHOの 集団的BCG接 種 にっ

いてのEdwardsら の報告7)で も,局 所反応 として 早

い時期には硬結を,遅 い時期には瘢痕を計測している。

今回の接種後第1同 の調査時期は4ヵ 月後であつたの

で,瘢 痕の大 きさを計測したが,こ のようにして表現さ

れた局所反応の強さと接種ワクチンの生菌単位数との間

には明 らかな相関が認められた。このことは従来常識的

にも考えられていたところであるが,ワ クチンの含有生

菌量が多 く力価の高いワクチンであれば,接 種局所の反
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表4局 所の瘢痕の大 きさと接種12ヵ 月後のツベルクリン反応との相関

応 もそれに応じてある程度強化 されるのはやむをえぬこ

とを示している。 これについては かって,張8)も 含有

生菌量の異なる数種のワクチンを用いて生菌量の多いほ

ど局所反応 も強いことを認めている。

第2に 局所反応と接種後のツベルクリンァレルギーと

の関係については,接 種ワクチ ン別の各集団の局所反応

平均値とツベルクリン反応平均値との間には有意の相関

が見出だされたが,そ の値はがいして生菌単位数とツベ

ルクリン反応または局所反応との 相関度よりも低かっ

た。ワクチンの力価が高ければ被接種集団の局所反応 も

ツベルクリン反応 も強いとい う事実か らすれば,こ のよ

うに集団別に観察した場合,局 所反応とツベルクリン反

応とが相関することはむしろ当然であろう。したがって

この問題はさらに個々の児童について,局 所反応とツベ

ルクリン反応が相関するかどうかとい う面か ら検討 され

ねばならぬ。その結果は既述のように,両 者の間に有意

の相関はみ られるが,そ の相関度は比較的低い ものであ

つた。 この問題に ついてはEdwardsら の 調査 で も,

r=0.2と 有意ではあって も低い価を示している。

著者 らの実験の成績を総合すれば,ワ クチンの力価が

高ければ接種局所の反応 も接種後のツベルクリン反応 も

強 くなるという一般的な結論が得 られた一方,個 々の人

体については,接 種局所の反応 と接種後のツベルクリン

ァレルギーの強 さとの因果関係はそれほど密接なもので

はない,と いうことになる。後者については個体間で潜

在性のアレルギーやアレルギー発現能力が相違すること

も問題 となるし,ま た接種の技術ことに接種の深さが必

ず しも均一でないこともその理由となりうるであろう。

接種の深 さについてはEdwardsら は,ッ ベ7レクリンァ

レルギーの賦与にはあまり影響がないが,局 所反応の強

弱は接種の深 さによって左右されることが多い と述べて

いる。

元来BCG接 種 に対する生体の反応中,わ れわれが

もつとも知 りたいことは接種によりどの程度の免疫が得

られたかとい う点である。これはもとより本研究の範囲

外であ り,こ れについては動物実験の成績によらねばな

らぬが,従 来のこの方面の研究,こ とにWHOで 行 な

つた,生 菌含有量の異なるBCGの い ろいろな量を接

種したモルモット群についての 成績9)で,獲 得免疫性

と併行するものはBCG接 種後のツベルクリン反応の

大きさであって,局 所反応の大 きさではないという事実

は注視すべ きである。また同じ一連の実験中で10),個

々の動物については,接 種後のツベルクリン反応の大 き

さと獲得免疫の強さとの間の相関はきわめて低いことを

述べ,し たがつてBCG接 種後の免疫獲得を論ずる場

合,個 々の生体が獲得したツベル クリンアレルギーの強

さよ りは,集 団が接種後に獲得するアレルギーの水準を

問題とし,そ のアレルギーの程度が接種 されたワクチン

の免疫力を示すことを重視すべ きだ と述べている点も注

目に価する。今回の著者らの研究においても,ワ クチン

の生菌単位数ともつともよ く相関するものは接種後のツ

ベルクリン反応の大 きさであ り,次 に接種局所反応の大

きさであつた。また各集団間の局所反応 とヅベルクリン

反応の大 きさの相関度はこれよ りも低 く,さ らに各個人

における局所反応 とツベル クリン反応の大 きさの相関度

はもつとも低かつた。

以上のような成績に基づけば,BCGを 接種された

集団のツベルクリン反応の平均値が高いことは接種され

たワクチンの力価(免 疫力)も 高い ことを示し,し たが

ってその集団の免疫獲得の程度 も高いとい う意味に理解
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すべ きものと思われる。接種局所の反応についても,こ

のような意味で,あ る程度集団の免疫獲得の程度を示す

ということは考 えられるが,そ の信頼度はツベルクリン

反応よ りは低いとみてよいであろう。

結 論

BCGワ クチン中の生菌単位数と接種局所反応の大

きさとの間には明 らかな正の相関が認め られる。

接種 フクチン別にみた集団の局所反応平均値 とツベル

クリン反応平均値 との間に も正の相関が認め られるが,

その相関度は生菌単位数との相関よりも低かつた。

個々の人体についての接種局所反応の大きさとツベル

クリン反応の大きさの間の相関 も有意ではあるが,そ の

相関度は以上のうちもつとも低かった。
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